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［資　料］
第 23 回・第 24 回 
総合学術文化学会学術研究会の報告
編集：千　波　玲　子
　平成 30 年 11 月 24 日に開催された第 23 回総合学術文化学会学術研究会、
および平成 31 年 3 月 22 日に開催された第 24 回学術文化学会学術研究会
において行われた研究発表の概要をここに掲載することとした。
　なお上記 2 回の学術研究会は、いずれも尾関英正会長の開会の挨拶の後、
松本賢信副会長の司会進行により進められた。
　以下に発表者から提供された研究発表概要を掲載する。
　第 23 回学術研究会
田 中俊光（アジア研究所嘱託研究員）「15 世紀朝鮮における刑事裁判の
早期終結策」
池 田明子（法学部講師）「シェイクスピアの『冬物語』 ― その文化的
背景と神話の力」
尾 関英正（経済学部教授）「ドイツ語圏の俳句受容とドイツ語俳句」
　第 24 回学術研究会
土屋亮（経済学部講師）「スペイン語の名詞 arte の文法性について」
池 亀直子（国際関係学部准教授）「芸術的才能と優生思想 ― イギリス
優生学教育協会および日本における展開」
白 戸健一郎（筑波大学人文社会系助教）「普通選挙制度下におけるメデ
ィア政治家と『世論』」 ― 武蔵山治時代の『時事新報』を事例に」
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第 23 回学術研究会研究発表概要
15 世紀朝鮮における刑事裁判の早期終結策
　 「時推照律」をめぐる議論 　
田　中　俊　光
　朝鮮中宗 38 年（1543）に編纂された法典『大典後続録』刑典・雑令には、
「凡被推人、抗拒不服、而特以時推照律者、勿加等論」という条文がある。
この「時推照律」という表現は、同時期の中国の法律関係文献には見られ
ない表現であり、字義的には「現時点で推問（時推）されている罪状で法
定刑を適用（照律）する」という刑事裁判上の何らかの措置であると思わ
れるが、これまでまったく詳らかでなかった。また、「時推照律」は 15 世
紀半ばから 16 世紀半ばまでの朝鮮の文献に登場し、とりわけ成宗代（1469
～1494）に圧倒的に多く見られることが報告者の調査により明らかになった。
　これらの点を踏まえ、本報告では、「時推照律」がどのような事案で適
用されたのか、また、なぜ成宗代に多く登場するのかについて考察したう
えで、「時推照律」が朝鮮の刑事法史において持つ意味について推論した。
　成宗実録に記録されている刑事案件での「時推照律」の事例を調べたと
ころ、被疑者が罪状を自供しないことを理由に連日の猛暑のなか獄に勾留
され続け、あるいは複数回にわたって拷問にかけられた場合、犯罪事実を
確定させて罪を処断する前に当該被疑者が獄中で死亡してしまうことを王
が警戒し、被疑者の服罪なしに現在の被疑事実で処断するケースが見られ
た。また、このような真実の究明よりも迅速な処断を優先する措置は、死
罪に該当する事案についても講じられることがあった。本来死罪案件は、
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被告人の服罪がなければ死刑に処すことができないのが手続上の原則であ
ったが、重大事件の事実関係についての詳細な究明よりも、死刑執行前に
被告人が獄中で死亡するという不都合を避けるため、事案を早期に終結さ
せようとした。
　王はまた、異常な天候を理由として「時推照律」を命じることもあった。
日照りを天譴と捉え、王の失政に対して天が異常気象というかたちで警鐘
を鳴らしているのではないかとおそれ、刑事裁判の遅滞によって死罪でな
いものを死に至らしめることが、さらなる天譴へと繫がると判断したもの
と思われる。
　朝鮮王朝実録に記録された事例を分析した結果、「時推照律」は、罪状
の自供のない事件における被疑者の長期間の勾留による獄中死の危険性に
対し、早期に裁判を終結させる方策として、王の判断で行われたことが分
かった。
　一方、王の指示によって行われた「時推照律」について、王への諫言を
担う司諫院や官吏の監察・弾劾を担う司憲府の官員はこれを不可として、
度々「時推照律」の廃止を上疏した。言官と呼ばれた彼らは、「被疑者が
罪を承服しないのに被疑事実にそのまま刑罰を適用することは、罪状が確
定したとは到底いえず、ましてや時推照律で死刑に処すのは、朝鮮が刑罰
の一般法として採用する明律の規定にも反する。そもそも時推照律がいつ
から始まり、何の法を根拠にしているのか分からない。王が犯情の程度に
よって斟酌して処断することは不可ではないが、安直に時推照律を命じる
ことが後世に弊法となるおそれがある」と批判した。これに対して重臣た
ちは、「上疏の主張は一理あるが、度重なる拷問により被疑者が死亡する
ことをおそれて王がやむを得ず情と法の均衡を斟酌して判断するものであ
り問題はない」とし、王も「時推照律」は一時的な命令であって法制化さ
れたものではないと回答した。言官たちが「王の時推照律の指示は、無罪
の者を故意に罪に入れる原因となり、これが常態化すると司法が弛緩する」
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と改めて上疏すると、王は「時推照律は常法ではなく、ただ一時の権宜に
過ぎない」と重ねて回答した。
　言官がその後も「時推照律」が後世に及ぼす弊害を指摘して廃止を求め
ると、重臣のなかにも「時推照律は廃止すべきではないが、照律する直前
までに供述した内容を司法官が一切破棄し、被疑者が自白していない内容
も含む当初の被疑事実にまで刑を適用するのは、被疑者をあわれむ趣旨に
たがう」と指摘する者がいたが、王は自身の斟酌判断にかかっていること
を自覚の上で命じているとして、「時推照律」の措置をとり続けた。
　成宗が「一時の権宜に過ぎない」と主張した「時推照律」の適用事例は、
成宗代以降も史料で確認できるが、その数は大きく減少する。
　成宗の次の燕山君元年（1495）、成宗の喪中に牛を屠殺するという事件
が起きたが、被疑者が服罪しないため、「時推照律」により儒教倫理違反
者リストへの登録処分を下した。だが、その 2 年後に被疑者の子らが「必
死で無罪を訴えようとしたが、時推照律によって誤って重罪を受けた」と
訴えたため、王は当時の調書を再調査することを認め、さらに「凡そ推鞫
せらるも抗拒し服さざる者は、命ずるに時推を以て照律すれば、則ち当に
本律に照らすに止むべし。而るに今、並びに不服の罪をも論じ、加等して
照律すること、便ならず。今後は加等すること勿れ」と命じた。この王命
が、前述の『大典後続録』刑典・雑令に若干簡素化されて載録されたもの
と思われる。この王朝実録の記事により、『大典後続録』の条文の趣旨は、
取調で承服しなかった罪状については「時推照律」の対象とせず、自服し
た罪状のみを対象とするものであったことが分かる。
　「時推照律」に関する記録を現存史料で確認できるのは、宣祖元年
（1568）2 月までで、壬辰倭乱（1592；文禄の役）後の史料には見られない。
成宗代以降の「時推照律」は、燕山君 3 年（1497）の王命により結果的に
法制化が進められたものの、実際の措置事例は減少し、16 世紀後半には
行われなくなったものと思われる。
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　朝鮮前期の刑事裁判制度は、前王朝である高麗の末期に崩壊した裁判手
続を再構築し、関連官庁とその職掌を整備するかたちで建国当初から進め
られた。その後、慎重な審理に根ざした手続きや、司法官の拷問濫用を防
止する諸政策が確立され、15 世紀前半の世宗代に至ってほぼ完成を見た。
だが、このような慎刑・恤刑に基づく裁判手続は、ややもすると刑事裁判
の遅滞と、それにともなう未決事件の増加という副作用（滞獄）を引き起
こした。獄に長期間勾留されると、被疑者の家族には身の回りの世話を含
め多くの負担がかかり、家計が破綻することもあった。慎審により生じる
滞獄が、被疑者とその家族に別の苦痛を与えることになった。このような
滞獄を解消しようという試みは、すでに世宗代から行われていたが、さほ
ど成果は上がらなかった。
　成宗の治世では、強風や梅雨が止まないなどといった異常気象を天譴と
とらえ、この対策として未決囚を一斉審理することにより速決する「疏決」
が頻繁に行われた。これは、天変地異の発生を契機として王自身がみずか
らの刑政の至らなさを反省するものでもあった。成宗代から始まったと思
われる「時推照律」は、このような疏決を行う手段の 1 つとして、成宗と
いう王のパーソナリティが生んだ一時的な措置として講じられたものであ
ったと思われるが、刑事裁判の迅速化、滞獄の解消といった当時の課題に
対する試案として、その可否をめぐって王と臣下との間で激しい議論が繰
り広げられた点は、朝鮮の刑事裁判法史において意義があったといえる。
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シェイクスピアの『冬物語』
　 その文化的背景と神話の力 　
池　田　明　子
　ウィリアム・シェイクスピア（1564-1616）作、『冬物語』5 幕 3 場のク
ライマックスでは、「それではまず、信じる力を目覚めさせていただかね
ばなりません」（It is required you do awake your faith）というポーライナ
の言葉に続いて、それまで銅像と思われていたハーマイオニが息を吹き返
し、壇上からレオンティーズのもとに降りてくる。このように『冬物語』
においては、レオンティーズが信じる力を目覚めさせたために妻のハーマ
イオニが生き返った、またハーマイオニも、娘のパーディタが生きている
というアポロの神託を信じ、望みを捨てなかったがゆえに最後には再会で
きた、と解釈することもできる。信仰の力によって愛する妻が生き返る、
あるいは生き別れていた娘と再会する、というのは現実の生活ではあり得
ない出来事であって、それはおとぎ話のようである。したがって、そうし
た特徴を備えた『冬物語』以下シェイクスピアの後期の作品、『シンベリン』
『ペリクリーズ』『テンペスト』はロマンス劇と分類される。それらの内容
は大方、一家の離散、長い歳月にわたる離別と放浪、それが最後には再会
でき、和解するという結末に終わり、寛容と調和の世界を提示する。
　『冬物語』が執筆されたのは、ジェイムズ一世治世の 8 年目、1611 年ご
ろとされる。シェイクスピアの劇団はそれまでの宮内大臣一座から庇護者
が国王の国王一座となり、宮廷で上演する機会も増えたと考えられている。
1603 年、英国王として迎えられたジェイムズ一世の宮廷では仮面劇が盛
んとなり、最新の技術と装飾が施されて上演されるようになった。詩人の
ベン・ジョンソン、そして大陸で美術や建築における遠近法を学んできた
建築家、イニゴー・ジョーンズの協力も加わって、仮面劇は絵画、建築、
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機械、照明、音楽、演劇、踊り、などを盛り込んだスペクタクルな出し物
となっていったのだ。それは大変人工的なものであったとも言えるし、シ
ェイクスピアの作風に反するものとも言える。しかし国王一座となり宮廷
での上演回数も増え、ホワイトホールのバンケットハウスにも馴染みがあ
ったシェイクスピアが、そうした芸術から影響を受けなかったと考える方
が不自然と言えるのではないだろうか。
　本発表においては、『冬物語』が英国スチュワート朝初期の産物である
と同時に、時代を超えて人々に訴える力を持つ作品であることを明らかに
するためその背景を探ってみた。まずは当時人気があった宮廷仮面劇に目
を向け、その影響について検討した。次に、作品で言及されるジュリオ・
ロマーノと関連してマニエリスムという美術様式に焦点をあて、その特徴
と『冬物語』の共通点を探ってみた。大陸の流れが一歩遅れて届く英国に
おいて、ルネサンスという流れが、次のマニエリスムのみならず英国独自
の文化とも交わるこの時代を一言で表現することは難しいが、人々に思わ
ぬ角度から驚きを与える特徴は当時の風潮でもあり、問題解決よりもその
問題をそのまま受け入れるマニエリスム的傾向は、『冬物語』にも見出す
ことができた。そして最後に、普遍的な要素としての神話あるいは神話的
構造に着目してみた。人々の無意識に基づく原型のイメージが多く反映さ
れている神話は、時代を超えて人々のこころに響く要素と言える。神話的
なシンボルは宮廷仮面劇にも使われていたが、その文脈はジェームス 1 世
の宮廷に限定され、それらのシンボルは王権を讃えることを目的として、
当時流行りの装置で飾られていた。それに対し『冬物語』では、人間なら
ば誰しも反応するであろう、より原始的な感情のレベルで神話が機能して
いることを吟味した。この点、他のロマンス劇と比べて、『冬物語』は神
話的要素と時代的要素がうまく絡み合っており、作品の魅力となっている
ことを明らかにした。
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ドイツ語圏の俳句受容とドイツ語俳句
尾　関　英　正
　俳句がドイツ語圏で初めて紹介されたのは、1894 年（明治 27 年）のこ
とであった。日本学者のカール・フローレンツ（1865-1939）が、ライプツ
ィヒのアメラング社から『東洋からの詩人の挨拶 　 日本文学』（“Dich-
tergrüsse aus dem Osten―Japanische Dichtungen”）を出版し、五十四の詩
歌と共に三つの俳句が掲載された。紹介されたのは、荒木田守武、宝井其
角、そして立花北枝の詠んだ三句である。もちろん、俳句そのものが知ら
れていなかったため、フローレンツはすべての句に「題名」（「目の錯覚」、
「妻と妾」、「誤った対策」）をつけ、説明するように五行、四行、七行の詩
形で訳出、挿絵付で掲載した。これらは、俳句というよりむしろ解説であ
り、ドイツ人に親しみのあるエピグラムやアフォリズム風に紹介されたの
である。
　その後、しばらく間が空き、十年目の 1904 年（明治 37 年）に、編集者
兼翻訳家のオットー・ハウザー（1876-1944）が『日本文学』（“Japanische 
Dichtung”）（ブランドゥス社）をベルリンで出版、芭蕉の三句がドイツ語訳
で紹介された。「やがて死ぬけしきは見えず蟬の声」、「初雪や水仙の葉の
たわむまで」、「枯枝に烏のとまりけり秋の暮」。日本語のできなかったハ
ウザーは、これらの句をイギリス人の W・G・アストンの『日本文学史』
（1899）で知ったであろうと推察される。「初雪や」の一句をアストンの英
訳とハウザーの独訳で比較してみよう。
　　Tis the first snow―／Just enough to bend／The gladiolus leaves!
 （W・G・アストン）
　　Der erste Schnee am Fluss,／Er beugt nur eben den／Gladiolus.
 （O・ハウザー）
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　この句から分かることは、ハウザーの訳が三行詩になっていること、さ
らには、原句の「水仙」をアストンと同様ハウザーも「グラジオラス」と
独訳していることである。このことから、アストンに倣ったことは明らか
であろう。ただ、アストンの訳句には見られなかった脚韻が、ハウザー訳
では三句ともに見られる。この特徴は彼独自のものであったが、ドイツの
韻律に従った形式であり、原句を忠実に伝えようとする観点からは逆効果
だったと言える。ハウザーはまた俳句を「格言詩（Sinngedicht）」（エピグ
ラム）とも呼んでいる点を考え合わせると、彼の功績は、ただ一点、アス
トンに倣ったとはいえ俳句を三行形式に訳出したことにあったと言えよう。
　二年後の 1906 年に、フローレンツがドイツで初めて本格的な『日本文
学史』（“Geschichte der japanischen Literatur”）をアメラング社から出版す
ことになった。ここでは、ハウザーを意識したのか、芭蕉の七句が全て三
行で訳されている。ただし、十七音節はまだ考慮の対象になっていない。
第三章の「ルネッサンスと大衆文学の隆盛」では、芭蕉の七句が「日本の
エピグラム」（Das japanische Epigramm）と題して紹介されている。さらに、
『東洋からの詩人の挨拶』で紹介された三句も、新たに三行詩に書き改め
られた。
　俳句は、ここまでは研究者の翻訳によって紹介されてきたが、当時ジャ
ポニズムに関心を抱いていた詩人、ライナー・マリア・リルケ（1875-1926）
は、創作者の立場から事物詩を追求すべく俳句の本質を理解しようとして
いた。クーシュー著『アジアの賢人と詩人』（1919）第二章の「日本の抒
情的エピグラム」で、リルケは五つの句に傍線を引き、感銘の度合いを示
している。「中々にひとりあればぞ月を友」（蕪村）、「身にしむや亡妻の櫛
を閨
ねや
に踏む」（蕪村）。前者に「自然と一体になって句を詠む俳人の姿」を、
後者には「死や無常観といったものを事物を通して詠む術」を、リルケは
知ることになった。彼は「目に見えないもの」を「目に見えるもの」で表
現する事物詩の創作へと昇華させていったのである。リルケほど俳句に深
い洞察と理解を示した者はいなかった。
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　それから十年後、ヴィルヘルム・グンデルト（1880-1971）が『日本文
学』（“Die japanische Litratur”）を 1929 年に、『東洋の抒情詩』（“Lyrik des 
Ostens”）を 1952 年に出版した。前者で芭蕉の十九句が、後者では芭蕉の
二十一句が掲載された。完璧なまでにどの訳句も、五・七・五音節で訳さ
れ、形式的には定着したと言える。「古池や蛙とびこむ水の音」をグンデ
ルトの訳句で見てみよう。Da, der alte Teich―（五）／es hüpfte ein 
Frosch hinein（七）／das Wasser raunte.（五）
　これ以降、俳句は三行詩・十七音節として理解されるようになり、日本
の三行詩（Japanischer Dreizeiler）とも呼ばれるようになった。そして
1950 年以降、徐々に句作する人が増えていく中、西洋人の感性のもとで
独自の俳句を詠む人たちが出てきたのである。西洋の地に俳句が根付いて
いく中で、私たちはドイツ語俳句をドイツ育ちの三行詩（Deutscher Drei-
zeiler）として理解していく必要があるのであろう。
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スペイン語の名詞 arte の文法性について
土　 屋 　　亮
１．序
　本発表は、現代スペイン語の名詞 arte の文法性（grammatical gender）
について論じるものである。スペイン語の名詞 arte は、多くの文法書や
辞書の記述によれば、単数では男性名詞として、複数では女性名詞として
ふるまうとされている。通時的な観点から見れば、スペイン語 arte の起
源であるラテン語の ars は女性名詞であったので、ラテン語からスペイン
語に至る歴史のどこかに文法性の転換点が存在したことになる。本発表で
は、スペイン王立アカデミーが提供している現代語および通時コーパスを
用い、現代スペイン語において単数の arte が女性名詞として扱われるこ
とはないのか、また、通時的なデータから、何世紀ごろに単数における性
が転換したと考えられるのかを調査した。
２．スペイン語 arte およびロマンス諸語 arte 相当語における文法性
　スペイン語以外のロマンス諸語において、ラテン語の女性名詞 ars に由
来する名詞は、イタリア語とポルトガル語の arte、ルーマニア語 artă が
いずれも女性名詞、フランス語の art が男性名詞として用いられる。また、
フランス語と同綴りのカタルーニャ語 art はスペイン語同様、単数で男性
名詞として複数で女性名詞としてふるまう。ところで、文法範疇として名
詞の性を有する言語において、名詞の形態そのものから性を完全に予測す
ることはできず、ある名詞が男性名詞と女性名詞のどちらとして用いられ
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ているかを特定するには、定冠詞などの限定詞や形容詞の形態上の一致に
よらなければならない。現代スペイン語の定冠詞と形容詞（例：culinario）
で、arte を修飾する際、統語上可能な組み合わせは以下の表のようになる。
arte の文法性 単　　　数 複　　　数
男性名詞として el arte culinario los artes culinarios
女性名詞として
la arte culinaria
las artes culinarias
el arte culinaria
　なお、ここで女性単数に二つの形式があるのは、強勢のある /a/ で始ま
る女性名詞には定冠詞として el を付すという規範があるからである。男
性名詞に冠する定冠詞 el と女性名詞に冠する el は歴史的には別物であっ
たが、音韻変化を経て同形となり、時には母語話者さえも混乱することが
ある。この表に示した形式をふまえ、定冠詞や形容詞の形態から arte の
文法性を判断する。
３．現代スペイン語コーパスにおける arte の文法性
　まず、スペイン王立アカデミーが提供している現代スペイン語参照コー
パス CREA（Corpus de referencia del español actual）を用いて、現代スペ
イン語における arte の使用実態を調査した。複数形では、定冠詞のみで
性別の判断が可能であるので、‘los artes’／‘las artes’ という語列で検索を
行った結果、‘los artes’ は 2 種類の文書に 5 回出現したが、‘las artes’ は
184 種類の文書に 665 回出現し、arte は複数形においては圧倒的に女性名
詞として使われることが示された。一方、単数形では定冠詞のみで性の判
断がつかないため、‘el arte’ と ‘la arte’ の語列で検索をし、その後、形容
詞を伴っている例を探した。‘la arte’ という語列は、規範では誤った語法
であるが、4 種類の文書に計 5 回の使用例が見つかった。‘el arte’ の検索
結果は多すぎるので、1975 年から 1995 年までの期間で 1000 例を得て、
これを検討した。その結果、1000 例のうち、‘el arte’ に形容詞が後続して
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いたのは 251 例であったが、そのうち 42 例は anterior や oriental のよう
に形態上男性と女性の区別がつかないものである。性の判別が可能な残り
209 例の中で、形態上女性形と判別可能であったのは、1 例のみヒットし
た suasoria という語であった。
　このように、現代スペイン語においては、少数の例外を除けば、単数で
用いられる arte は男性名詞として用いられており、多くの辞書や文法書
における記述は正しいと言える。
４．スペイン語通時コーパスにおける arte の文法性
　次に、スペイン王立アカデミーが提供している CORDE（Corpus dia-
crónico del español スペイン語通時コーパス）を用いて、arte が歴史的に男
性名詞・女性名詞のどちらとして扱われてきたのかを、実例の分析を通し
て検討する。スペイン王立アカデミーが初めて編纂し、1726 年に世に出
た Diccionario de Autoridades（『スペイン語模範辞典』）という辞書では、
この語の性は女性とされているが実状は異なる。通時コーパスでは、現代
では用いられなくなった定冠詞の異形態も考慮に入れて検索する必要があ
る。
　4.1．複数形 artes の文法性
　現代スペイン語の調査と同様、複数形では定冠詞のみで文法性の判別が
可能である。調査の結果、‘las artes’ が 929 種類の文書に 3267 例（99.1％）、
‘los artes’ が 22 種類の文書に 28 例（1％未満）であり、その差は歴然である。
arte の複数形はスペイン語の歴史を通じ、女性名詞である。
　4.2．単数形 arte の文法性
　次に、単数形 arte の文法性を調査する。調査方法は現代スペイン語の
調査と同じように、arte が従えている形容詞の形態から判断し、«定冠詞
＋arte＋［副詞］＋形容詞» となっている例のみを採集した。
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　4.2.1．«定冠詞 ell＋arte»
　10 種類の文書中に 34 例が得られ、このうち «ell arte＋［副詞］＋形容
詞 » となっている例は 7 例あり、española が 1 例、mágica が 6 例であった。
mágica は現代でも定型的に女性形で現れやすい形容詞ではあるが、この
7 例の中に «ell arte＋形容詞の男性形» となる例はなく、arte が女性名詞
扱いされていることが分かる。
　4.2.2．«定冠詞 la＋arte»
　214 種類の文書中に 670 例が得られ、このうち «la arte＋［副詞］＋形容
詞» となっている例は 125 例あったが、そのうち 19 例は形容詞の形態か
ら性別を判断するのが不可能であり、残りの 106 例は全て女性形であった。
先の «定冠詞 ell＋arte» 同様、«la arte＋形容詞の男性形» となる例はない。
定冠詞に la を選んでいる時点で arte を女性名詞扱いしているのは明白で
あり、形容詞も女性形となるのが論理的である。
　4.2.3．«定冠詞 el＋arte»
　最後に、定冠詞の形態を el として ‘el arte’ という語列で検索を行った結
果、1250 年から 1500 年までは 114 種類の文書中に 337 例が現れ、1501 年
から 1750 年までは 538 種類の文書中に 2270 例が現れた。また、最後の
1751 年から 1916 年
１）
までにおいては 502 種類の文書中に 2754 例が得られた。
以下、簡潔に結果を報告する
２）
。
　1250 年から 1500 年の期間において、«el arte＋［副詞］＋形容詞» での、
形容詞が男性形であった例：女性形であった例の比率は、1：31 であった。
この年代では、ラテン語 ars が有していた文法性を引き継いでいたという
ことが言えよう。1501 年から 1598 年では男性：女性 = 24：39、1599 年
から 1700 年までは 24：26 であり、この間に arte が男性名詞として用い
られる比率がおよそ 50％にまで上昇した。次に、1701 年から 1750 年では、
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実数は少ないが、男性：女性 = 17（70.8％）：7（29.1％）という比率となり、
男性形の使用が女性形に対して優勢となった。1751 年から 1861 年までの
期間では、男性：女性 = 47（62.6％）：28（37.3％）という結果であったが、
1862 年から 1888 年まででは男性：女性 = 99（94.2％）：6（5％）、1889 年
から 1916 年においては、男性：女性 = 104（97.1％）：3（2.8％）となり、
18 世紀から 19 世紀の半ばまでに、単数形 arte はほぼ男性名詞化したと言
える。
５．結論
　本発表では、スペイン語の名詞 arte が女性名詞、男性名詞のどちらと
して用いられているかを、修飾する形容詞の形態から判断するという作業
を行った。ラテン語 ars は元来女性名詞であったが、固定的にそのまま女
性形の形容詞と共に用いられる定型的ないくつかの例を除外すれば、1751
年から 1861 年までと 1862 年から 1888 年までの間に、単数形 arte は次第
に男性名詞として認識されるようになり、これが現代にまで続いている一
方で、複数形 artes は女性のままで推移し、文法書や辞書で記述されてい
るとおりになっている。では、なぜ単数において女性から男性に変化した
のかということが次に問われよう。その要因については、定冠詞が男性形
と同形である el を用いること、arte が典型的な女性名詞に多い語尾であ
る -a となっていないことを理由として挙げられようが、現段階では仮説
の域を出ない。
注
1 ）　CORDE には 1200 年代から 1974 年までのデータが収録されているが、20
世紀以降は用例があまりに多いので、1916 年までで断念した。
2 ）　アカデミーのコーパスには検索条件に合う用例が 1000 例を超えると実例を
表示できないという妙な欠陥があり、1000 例を超えないように年代を細分化
して用例を採集したため、年代の区切り方が恣意的となった点は否めない。
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芸術的才能と優生思想
　 イギリス優生学教育協会および日本における展開 　
池　亀　直　子
　本報告は芸術的才能とその育成に関わる優生思想の影響について、イギ
リス優生学教育協会および日本における優生学・優生思想の展開について
考察したものである。報告者はこれまでに、芸術を通した障害児の社会的
包摂と教育支援についての思想研究・実践研究を進め、2015 年には秋田
県内の特別支援学校で障害児の芸術表現と社会的包摂に関する教職員アン
ケートを実施した。この過程で生じた障害と芸術的才能の育成・教育をめ
ぐる社会的排除のねじれという問題に対し、現在は近代社会の特別な才能、
特に芸術分野の天才への注目と 19－20 世紀に発展した優生学の関連につ
いて、複数の仮説を立てて思想史研究を進めている。今回の総合学術文化
学会における報告では主として二点の仮説について報告した。
　第一の仮説は芸術的才能が優生学を推進する際の宣伝材料となったので
はないか、というものであり、第二の仮説は日本においても同様の展開は
見られるのか、というものである。第一の仮説の検証は優生学の提唱者で
ある遺伝学者ゴルトン（Francis Galton, 1822-1911）の『遺伝的天才』（1869）、
初期のイギリス優生学教育協会（1907 年設立、のちのイギリス優生学協会）
で活躍した心理学者 H.H. エリス（Henry Havelock Ellis, 1859-1939）の『英
国における天才の研究』（1904）、ロンドンのウェルカム・ライブラリーに
所蔵される 1930 年代のイギリス優生学協会関連資料の分析から行い、第
二の仮説の検証は 1910－30 年代の日本における優生学関連の雑誌に掲載
された記事・論文の分析から行った。
　第一の仮説における優生学の宣伝材料としての芸術的才能については、
文献、資料の分析から優生学の理論的根拠や宣伝材料として芸術的才能、
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独創的天才が広く活用されたと考えることができる。ただし、優生学協会
の活動が断種によって「不適」者を排除し社会改良を進める消極的優生学
が主流だったにも関わらず、イギリスでは他国と異なり断種法が成立しな
かったことは注目に値する。先行研究によって労働党やカトリック教会の
反対、マス・メディアが煽る世論の反対に対し、強制排除に至るほどの「不
適」の根拠は示せなかった等の理由が指摘されているが、本研究との関わ
りでいえば、芸術的才能と障害に関する肯定的な結びつき、例えば障害の
ある者はそれを補う形で特殊な才能を発揮するといった言説が障害者を「不
適」と強制排除から回避させた可能性がある。この点については、今後新
たに資料収集の上で倫理学における功利主義の議論と合わせて分析するこ
とを予定しており、発表では報告を省略した。
　第二の仮説における日本の優生学と芸術的才能をめぐる展開については、
日本における優生学の草分けとなった海野幸徳（1879-1954）の『日本人種
改造論』（1910）、富士川游（1885-1940）と海野が主幹を務めた雑誌『人
性』（1905-18）、後藤龍吉（1929-41）が主幹を務め、一般市民に優生思想
を普及させる役割を担った雑誌『優生學』（1924-43）、永井潜（1876-1957）
が会長を務める日本民族衛生学会が刊行した雑誌『民族衛生』（1931-1939
休刊）における芸術的才能および教育に関する記述を分析した。
　資料の分析から、日本では優生学の宣伝材料や「優等種」の根拠事例と
して芸術的才能が強調されない傾向が見られることがわかった。また「天
才」は「狂気」と結び付けられて精神病理学領域を中心に否定的に評価さ
れ、肯定的に評価される「天才」の多くは学業成績と身体能力、および学
校教師の人格評価を基準とした、いわば知徳体を兼ね備えた「優等児」を
指してきたことが明らかになった。ここに才能の評価基準から障害児が排
除されてきたことが示唆される。また「天才」が特殊な能力よりも「狂気」
と結び付けて理解されてきた経緯にも、障害児・者の能力が病理的な枠組
みに限定して考えられた傾向を見出すことができよう。さらに日本の優生
思想は人口増加を目指しながらも貧困層や遺伝疾患の排除傾向が強いとい
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う特徴が先行研究によって指摘されているが、この特徴も能力の限定的な
評価や障害者の排除を強化した可能性が考えられる。
　日本の優生思想が芸術的才能のような突出した才能を強調しない一方で
障害や遺伝疾患を排除する傾向を持つことは、障害児教育に個人モデル・
医療モデルが多かった歴史的経緯、さらには学校教育全般に優れた才能を
持つ子どもの支援が少ない現状とも合致する。また、優れた能力の指標が
学校における「知識」「道徳心」「身体能力」にあり、その評価者が学校教
師であるとされてきた歴史は、現代の教育政策で推進されるインクルーシ
ブ教育システム（障害のある子どもとない子どもがともに学ぶ仕組み）が掲
げる「子どもの多様な個性と教育的ニーズを把握し支援する」という理念
と重ならない部分も多く、現場の教師たちに大きな戸惑いをもたらすこと
が予想される。この点については学術的根拠のある思想・理論の構築と教
育現場の問題を架橋する実践研究が必要である。
　今後の課題として、優生学および障害と芸術的才能の結びつきにイギリ
スと日本で違いがあることをふまえ、アメリカ優生学協会の動向や広くア
ジア圏における優生思想も視野に入れ、近代社会の限定的な能力観を再検
討していきたい。
　本研究は JSPS 科研費基盤研究 C「芸術的独創性と天才・異才の育成における
排除と包摂の思想史研究」（17K02259　研究代表者：池亀直子）の一環として実
施しています。
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普通選挙制度下におけるメディア政治家と「世論」
　 武藤山治時代の『時事新報』を事例に 　
白 戸 健 一 郎
　本報告は、衆議院・参議院編『衆議院議員名鑑』（1990 年）をもとに第
1 回から第 39 回衆議院総選挙に当選したメディア関連（出版・新聞・放送
など）の職務経験をもった人物をメディア政治家として抽出し、その特質
や歴史的変遷について多様な視角から解明した共同研究（科研基盤 B）「『メ
ディア出身議員』調査によるメディア政治史の構想」（代表者：佐藤卓己、
2015－2017 年度）の一環である。
　本報告は、特に普通選挙制度の下で実施された第 16 回総選挙から翼賛
選挙前までの第 20 回総選挙までの期間に当選したメディア政治家を中心
に分析した。本報告が対象とした時期は帝国議会開設から現代に至るまで
メディア業務を前職とした議員がもっとも多く輩出された時期である。ま
た、この時期は政治権力が構造的な転換を迎えるだけでなく、メディアの
大衆化も進み、メディアと政治との関係が転換しつつあった。その一つの
要因となったのが普通選挙制度の導入であった。ただし、普選の導入によ
り期待されていた「言論と文書戦」は機能せず、むしろ有名性が選挙にお
ける重要な要素となると、議員は新聞を意識した行動をとり、「政治の論
理」が「メディアの論理」に依存する「政治のメディア化」が進んだ。ま
た、有権者の拡大により投票買収は不可能になると期待されたが、むしろ
資金力のある二大政党に有利な環境が形成された。巨額の資金を必要とす
る二大政党は財界との関係を深めており、数々の疑獄事件が暴露されると、
メディアはこれを積極的に報道し、これまでメディアが称揚してきた政党
政治の権威は下落していった。このような既成政党と財界（政商）の不正
を厳しく批判したのが実業同志会を率い、議員辞職後、『時事新報』の経
160
営を担った武藤山治であった。武藤は『時事新報』の経営の立て直しを図
りつつ、議会でなし得なかった自らの政治的野心の一つ、既成政党と財界
（政商）の癒着の糾弾を『時事新報』というメディアを通して実現した。
武藤の下で『時事新報』は「『番町会』を暴く」を連載し、斎藤内閣を総
辞職まで追い込む「空中楼閣」的事件・帝人事件のきっかけを作った。こ
の連載は「悪と正義」の二項対立図式で攻撃し、理性的な討論に基づく
「輿論」よりも感情的で容易に扇動される「世論」に訴える普選期におけ
る象徴的な政治キャンペーンであった。
